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42 VoL　III，

　　最後に 一
新種を記載す る 。　　

・

　　　　　　　　Fraxinus．（Fraxlnust6r）董enoderaecarpa 　Komz ，　n ．　sp ．

　　Albohamis 　cinereis　vel　 badio．cinerels 　 glabri．91ae 亨ibus
，
　vetustls 　atratis

lentice！lis　 albidis ．　 Gemmae 　parvae　globosae　 mlnute 　papi110so−puberulae．

Folia　imparipinnata　20 −30　 cm ・ longa
，　 modice 　 petiolata，

2−3−juga　 rarius

unijuga ； rachide 　supra 　sulcata 　minute 　puberulaque　mox 　glabriuscu正a ，
　 sed

ad 　 insertlonem　fbllolorum　semper 　 longius　 pubescentia　ins丘ructa ；fもliolis

bre▽issime・petiolulatis　vel 　fere　sessil 量bus　Ianceo正atis 　vel 　 oblohg （》−lanceolatis

acuminatis 　basi　 obtusis
， ineqUaliter　 sinuato −serratis 　 cum 　serraturis 　 apice

falcato−incurvis　argutlsque 　，
　 membranaceis

，
　 supra 　opacis 　 glabris，

　 Subtus

pa11ide　 viridibus 　 secus 　 costas 　 medias 　 versus 　 basin　copiose 　 lanuginosis．

Samarae　anguste 　spathulatae 　 apice 　 obtusae 　cirditer 　 3　 cm ・ 10ngae　 in倉a

me （漁 m 　abrupte 　angustatae ．

　　　　　Nom ・Jap・　5b乃〃薦 「∫ 血々喫ガ

　　　　　Hab 。　　　 Nippon ： prov．　 Iwaki，

．mt ．　 Akaidake （19．　 Z．　 TAsHIRo，

30 ， Julio　i933 ・）

シ ヨ ウ ジ ヨ ウ バ カ マ 屬 ピ就 て

小 泉 源 一

　從來．シ ヨ ウ ジ ヨ ウ パ カ マ 屬は A ．GRAY の 設立 した lireloniopsis　 A ．　GRAy カ｛そ

れで あ る と
一

般 に 信 じられて ゐた b

　 ffelonz’opsis は 18Sg 年 A ．　 GRAY 氏が Memoirs　 of　Ameriean　 Academy 　 ArtS　 and

Science
，
　 new 　series

・ VI に 發表 した
．．
Diagnostic．Chalracters　 of 　Nevs　 Species　of

Phanerogam ・ us 　PlantS
，
　 c 。lleeted　in　 Japan　 by　 C．　 WIUGpt’，　 BotaniSt　 of　 the　 U ．　 S

，

North　PaGific　Exploring 　Expedition ・と云 ふ論文 の 四
一六 頁 に 發表 した もの で あ る 。

　A・GRAY 氏の ．HeeentOpeis屬の 記 事 を よ く讀ん で 見る と其種子 の 記 載は シ ヨ ウ ジ ヨ

ウ パ カ マ と して は 、 ど う も受取 り難 い もの で あ る が 、 本植物 の 探牧 され た宗谷海峡に

は 、 力圦 る珍奇 の シ ヨ ウ ジ ヨ ウ バ カ マ
ー種が 産する の か と も考 へ て 居た 、 而本文 に は

勿論其圃版などは件 て ゐ な い
。

　然 る に 予は 、 昭和二 年三 月十 二 日 Harvard 大學 の GRAY 　Herbarimm に於て 氏 の

玩 伽 ‘晦 3 の type を檢査 す る の 機會 を得た 、 就て 見 ると植物體は宗谷海陜地方に産

す る花數の 極 く少い 一
種の “

／ a ウ ジ ヨ ウパ カ V で 、既に蒲は 裂開して 一の 種子 も殘て．
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　 居な い もの で あ つ た が 、共隈品の わきに 本植物の 種子と して 、 入れて あ る
一
包が は つ

　　て あ る。
．

　　 即 ち北太夲洋探險植 物除が宗谷海峽 に於て シ ヨ ウ ジ ョ ウパ カ マ 　− ptを探牧せ し時

　　に 本植物 の 種子 と思 つ て 其植物の 下 に 落ちて ゐ る の を、 か き集め て 來た もの で あ る は

　　容易に首肯 され る。

　　 此穏子を見 るど A ．・GRAY 氏が 前記四 一
六 頁の 記事と大體 よ く符合する 、 然 し既種

・　 子 は シ ヨ ゥ ジ ヨ ウパ カ マ 屬の 種子で は な い 、 よ く見 る と此種子 は ジカ ス 、
“

メ ノ ヒ エ

　　（L 解 諺α p α ltescens 　BESSIrR）近似晶の もの で ある。

』

　　　それで A ・GRAY氏が ffelonias畆ら llllloniopsisを區別 した の は 、
・氏の 記事 に も見

　　．る 如 く主 と して 其種芋の 形態に 主 をな して あ るの を見て も、 氏の ・磁 偏 塑 ‘8 矚は設

　　立 を許されない 、 シ ヨ ウ ジ ヨ ウバ カ マ 驪の 種子な らば 外部形態に於て は殆ど ffelonias

　　の 優子 と區別はない の で ある o

　　 故 に予は ［930年 、 予の Florae　Symbolae　Orientali−Asiaticae九四頁に 於て シ ヨ ゥ

　　ジ ヨ ウバ カ マ 禽の 學驕名と して は 、
1867 年 F

，
A ．　G ．　W 、 皿 IQuEL 氏が Verslagen　en

　　MededeeHngen 　der　Konlnklijke 　Akademie 　van 　Wetenschappen
，　Afdeeling　Natuur −

　　kunde
，　Tweede　Reeks，　Tweede　Deel，八 八頁 に 發表 した Sugerokia 　 MIQ・を探用す

　　べ き もの な る事 を書 い て をい た o

羊 齒 植 物 雜 録 3．

田　 川 　 基　 二

（14 ）　Dryopteris　viridescens 　O ．　 KuNTzE

　i867 年に BAK ［・］R は Nephrodium　viridescens 　BAKER とい ふ新種 を記載 した cl＞
、 原

記載に は唯 Japan
・ Otdhα m

・ 89・ 377 と書い て あ る だ けで 、　OLDHAM が 日本の 何處で

採集した もの か は知る 由 もな V・が 、
OLDHAM 採集の 他の 植物か ら推察す る と長崎あ

た りと考 へ られ る 。 その後本種の 記事は諸 書に で て ゐ る が 、 彼の 有名な FRANCHET
，

SAvA… R 合著の 日本植物 目録 の 本種 の 條下に J ・p・・i・・．−K ・j・n ・ sva ・・bi （K ・i・k・）
．
と

記 され て 以來｛t）
、 日 本の 學者は コ ガ ネ ワ ラ と即ち リ ヤ ウ

．
メ ン シ ダ が 本種で ある と考

へ て 近年ま
1
で その 學名に Dryopterl8　virescens （BAKItR） 0．　KuN ・

1
・
zE を用つ て をつ た 。

けれ ど もこれは大 きな誤で あづ て Nephrodium　viridescens 　BAKER は ど う して も今日

ナ ガ パ ノ イ タ チ シ ダ と呼んで ゐ る もの で な くて は ならぬ 。 特に 本州 、 四 國 、 九州の

ナ ガ バ ノ イ タ チ シ ダ は BAKER の 種類 に よ く一致する もの で あ る 。 ナガ バ ノ イ タ チ シ
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